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国保システム委託料の増額および医療費見込額の増額によ
る一般被保険者療養給付費などの増額補正。 
 
第18号議案　平成１９年度笠松町介護保険特別会計補
　　　　　　  正予算について 
　補正額　　　　　　　　　△　110,980,000円　　　 
　補正後歳入歳出予算額　　　 1,249,316,000円 
　介護認定調査申請件数の減に伴う認定調査委託料の減
額および介護保険事業計画の見込み数値より、施設サービス
の利用者並びに利用額が少ないことによる施設介護サービス
費などの減額補正。 
 
第19号議案　平成１９年度笠松町下水道事業特別会計
　　　　　　  補正予算について 
　補正額　　　　　　　　　　△　5,474,000円　　　 
　補正後歳入歳出予算額　　　　799,981,000円 
　事業費の確定などによる減額補正。 
 
第20号議案　平成１９年度笠松町水道事業会計補正予
　　　　　　  算について 
　補正（予定）額　　　　　　　　　  682,000円　　　 
　補正後歳入歳出予算（予定）額　385,034,000円 
　事業の年度精算により不足することとなる消費税の増額
補正。 
 
第21号議案　平成２０年度笠松町一般会計予算について 

第22号議案　平成２０年度笠松町老人保健特別会計予
　　　　　　  算について 

第23号議案　平成２０年度笠松町国民健康保険特別会
　　　　　　  計予算について 

第24号議案　平成２０年度笠松町後期高齢者医療特別
　　　　　　  会計予算について 

第25号議案　平成２０年度笠松町介護保険特別会計予
　　　　　　  算について 

第26号議案　平成２０年度笠松町下水道事業特別会計
　　　　　　  予算について 

第27号議案　平成２０年度笠松町水道事業会計予算に
　　　　　　  ついて 
　（10～27ページ参照） 
 
第28号議案　笠松町議会委員会条例の一部を改正する
　　　　　　  条例について 
　平成２０年４月１日から議員の定数が14人から10人に改正さ
れることに伴う、常任委員会および議会運営委員会の定数改
正など所要の規定整備。 
 
第29号議案　笠松町議会会議規則の一部を改正する規
　　　　　　  則について 
　地方自治法の改正により、新たに委員会の議案提出にかか
る手続き規定が設けられたことに伴う所要の規定整備。 

【意見書】 
第30号議案　「混合型血管奇形」の難病指定を求める意見
　　　　　　書について 
第31号議案　道路特定財源制度の堅持と関係諸税の暫定
　　　　　　税率の延長に関する意見書について 
第32号議案　子どもの医療費を、外来で中学校卒業まで無
　　　　　　料にする意見書について 
　　 
【請願書】 
第１号請願　後期高齢者医療制度の中止を決議し、国に
意　　　　　　見書の送付を求める請願書 
第２号請願　後期高齢者医療制度の中止を決議し、国に
意　　　　　　見書の送付を求める請願書 
第３号請願　後期高齢者医療制度の中止を決議し、国に
意　　　　　　見書の送付を求める請願書 
第４号請願　後期高齢者医療制度の中止を決議し、国に
意　　　　　　見書の送付を求める請願書 
第５号請願　後期高齢者医療制度の中止を決議し、国に
意　　　　　　見書の送付を求める請願書 
第６号請願　子どもの医療費を、外来で中学校卒業まで無
　　　　　　料にする請願書 
第７号請願　子どもの医療費を、外来で中学校卒業まで無
　　　　　　料にする請願書 
第８号請願　子どもの医療費を、外来で中学校卒業まで無
　　　　　　料にする請願書 
第９号請願　子どもの医療費を、外来で中学校卒業まで無
　　　　　　料にする請願書 
第10号請願　子どもの医療費を、外来で中学校卒業まで無
　　　　　　料にする請願書 
第1１号請願　県下５番目に高い国民健康保険税を引き下げ
　　　　　　る請願書 
第1２号請願　県下５番目に高い国民健康保険税を引き下げ
　　　　　　る請願書            　　 
第1３号請願　県下５番目に高い国民健康保険税を引き下げ
　　　　　　る請願書 
第1４号請願　県下５番目に高い国民健康保険税を引き下げ
　　　　　　る請願書            　　 
第1５号請願　県下５番目に高い国民健康保険税を引き下げ
　　　　　　る請願書 
第1６号請願　後期高齢者医療制度の中止を決議し、国に
意　　　　　　見書の送付を求める請願書 
第1７号請願　子どもの医療費を、外来で中学校卒業まで無
　　　　　　料にする請願書 
第1８号請願　県下５番目に高い国民健康保険税を引き下げ
　　　　　　る請願書 
（第１号請願から第５号請願、第11号請願から第16号請願お
よび第18号請願は民生建設常任委員会に付託され継続審査
となりました） 
（第６号請願から第10号請願および第17号請願は、第32号議
案と同一趣旨のものであるため、議決不要とし、採択されたも
のとみなされました） 
（残りの議案についてはすべて可決）　 
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第１号議案　専決処分の承認について 
　平成１９年度笠松町一般会計補正予算（専決第２号） 
　補正額　　　　　　　　　  3,948,000円 
　補正後歳入歳出予算額　5,618,623,000円 
　厚生会館１階便所、福祉会館の消火施設および笠松中学
校体育館暗幕補修に伴う工事請負費などの増額補正。 
 
第２号議案　ふらっと笠松設置条例について 
　地域住民のほか、笠松町を訪れる方にも、情報や憩いの場
を提供することにより、住民と来客者との交流を促進するととも
に、笠松らしさを発信し地域の活性化を図ることを目的として、
名鉄笠松駅構内に「ふらっと笠松」を設置。 
 
第３号議案　笠松町後期高齢者医療に関する条例につ
　　　　　　 いて 
　平成２０年４月から現行の老人保健制度に変わり、新たに後
期高齢者医療制度が創設されることに伴う規定整備。 
 
第４号議案　笠松町立保育所の設置及び管理に関する
　　　　　　条例を廃止する条例について 
　平成２０年４月から、すべての町立保育所が民営化されるこ
とに伴い条例を廃止するもの。 
 
第５号議案　笠松町部設置条例の一部を改正する条例
　　　　　　 について 
　後期高齢者医療制度の創設および道徳のまちづくり推進
などの新たな事務の発生に伴い、その事務を担当する部署を
規定するもの。 
 
第６号議案　笠松町職員の特殊勤務手当に関する条例
　　　　　　 の一部を改正する条例について 
　今後支給見込のない手当の廃止および火葬手当の支給基
準をより勤務実態に合わせるため、「月額」から「１回につき」
に改めるもの。 
 
第７号議案　笠松町国民健康保険基金条例の一部を改
　　　　　　 正する条例について 
　高齢者の医療の確保に関する法律による後期高齢者支援
金の創設、４０歳から７４歳までの国保被保険者を対象に特定
健康診査や特定保健指導の実施が義務づけられたことに伴
い、これらの事業にも基金を充当できるよう所要の規定を整備
するもの。 
 
第８号議案　笠松町手数料条例の一部を改正する条例
　　　　　　 について 
　戸籍法および住民基本台帳法の改正に伴い、条例中で同
法の条項を引用している条文を改正するもの。 
 
第９号議案　笠松町福祉医療費の助成に関する条例の
　　　　　　 一部を改正する条例について 
　平成２０年４月から現行の「老人保健医療」が「後期高齢
者医療」へ移行することに伴い、所要の規定を整備するもの。 

第10号議案　笠松町子育て支援事業の実施に関する条
　　　　　　  例の一部を改正する条例について 
　国が、次世代育成支援対策交付金の一事業である、乳幼
児健康支援一時預かり事業の名称を、病児・病後児保育に
改正したことに伴う規定整備。 
 
第11号議案　笠松町国民健康保険条例の一部を改正す
　　　　　　  る条例について 
　健康保険法の一部改正に伴う所要の規定整備や４０歳か
ら７４歳までの国民健康保険被保険者を対象に特定健康診
査や特定保健指導の実施が義務づけられたことに伴う規定
整備。 
 
第12号議案　笠松町国民健康保険税条例の一部を改正
　　　　　　する条例について 
　地方税法の一部改正により、国民健康保険加入者で６５歳
以上７４歳以下の方のみの世帯に係る国民健康保険税の徴
収については、原則年金からの天引きによることとされたことや
国民健康保険法施行令の一部改正により、国民健康保険税
の２割軽減の申請が不要になったことに伴う規定整備。 
 
第13号議案　笠松町介護保険条例の一部を改正する条
　　　　　　  例の一部を改正する条例について 
　税制改正の影響により、介護保険料の急激な負担増加を
避けるため、平成２０年度においても、その影響を考慮して平
成１９年度と同様の軽減措置を講ずるもの。 
 
第14号議案　笠松町土地開発公社定款の一部を改正す
　　　　　　  る定款について 
　土地開発公社経理基準要綱の改正および郵政民営化法
等の施行に伴う規定整備。 
 
第15号議案　平成１９年度笠松町一般会計補正予算に
　　　　　　  ついて 
　補正額　　　　　　　　　　23,456,000円　　　 
　補正後歳入歳出予算額　　5,642,079,000円 
　勧奨退職者に係る退職手当組合負担金の増額、医療費の
増加に伴う老人保健特別会計繰出金の増額、財政調整基金
積立金の増額、その他各種事務事業の年度精算による補正。 
 
第16号議案　平成１９年度笠松町老人保健特別会計補
　　　　　　  正予算について 
　補正額　　　　　　　　　  129,748,000円　　　 
　補正後歳入歳出予算額　　1,942,811,000円 
　医療費の増加に伴う医療給付費および医療費支給費など
の増額補正。 
 
第17号議案　平成１９年度笠松町国民健康保険特別会
　　　　　　  計補正予算について 
　補正額　　　　　　　　　　27,400,000円　　　 
　補正後歳入歳出予算額　　2,408,989,000円 
　国民健康保険情報データベースシステムの切り替えに伴う
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町
老
人
福
祉
大
会 

笠松中学校でキャリア教育成果発表 
『会社設立』を体験・起業は難しい！ 

　
平
成
十
九
年
度
消
防
庁
長
官
定

例
表
彰
式
が
三
月
七
日
、日
本
武
道

館
で
行
わ
れ
、加
藤
英
雄
さ
ん（
弥
生

町
）が
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。 

　
加
藤
さ
ん
は
、昭
和
五
十
六
年
五

月
に
笠
松
町
消
防
団
員
と
な
り
、火

災
活
動
や
風
水
害
活
動
な
ど
防
火

防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、平
成
十
八
年
四
月
か
ら
副
団
長

に
就
任
さ
れ
、消
防
団
員
の
育
成
指

導
に
努
め
、団
員
の
良
き
相
談
相
手

と
な
る
な
ど
長
年
に
わ
た
り
貢
献
さ

れ
、現
在
も
ご
活
躍
中
で
す
。 

　
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
目
的
に

町
老
人
福
祉
大
会
が
二
月
二
十
日
、

中
央
公
民
館
で
会
員
ら
約
三
百
人

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
で
は
、
広
江
正
明
町
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
伊
藤
弘
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
か
ら
多
年
に

わ
た
り
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長

と
し
て
会
の
運
営
に
貢
献
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
表
彰
が
行
わ
れ
、
田
中

勝
士
県
議
会
議
員
、
清
水
正
裕
岐

阜
振
興
局
副
局
長
ら
来
賓
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

続
い
て
長
寿
社
会
に
い
き
が
い
を

求
め
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
活
動
」

な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く

こ
と
を
趣
旨
と
す
る
大
会
宣
言
を

採
択
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
大
会
終
了
後
に
は
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
会
員

に
よ
る
踊
り
や
詩
吟
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆

さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（ 

敬
称
略
） 

【
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰
】 

◆
個
人 

　
吉
田
寿
美
子
（
田
代
白
寿
会
） 

　
大
野
　
　
進
（
長
池
長
寿
会
） 

◆
団
体
　 

　
長
池
南
寿
会 

　
笠
松
中
学
校
で
二
月
二
十
六
日
に

キ
ャ
リ
ア
教
育
授
業
の
後
期
の
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
授
業
は
、

笠
松
町
商
工
会
が
生
徒
に
職
業
観
や

起
業
家
精
神
を
養
っ
て
も
ら
い
、将
来

町
内
で
事
業
を
興
し
た
り
、就
職
を

し
て
も
ら
お
う
と
県
や
町
の
補
助
を

受
け
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。 

　
中
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
の
選
択
授
業
と
し
て
三
年
生
二

十
一
人
が
受
講
し
、延
べ
十
四
回
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
後
期
開
催
の
最
終
日
で
、

十
年
後
に
会
社
を
設
立
す
る
と
い
う

設
定
で
、経
営
方
針
や
資
金
計
画
、さ

ら
に
は
客
層
や
採
算
性
も
考
慮
し
て

立
案
さ
れ
「B

ig 
Islands

㈱
」・
モ
ダ

ン
喫
茶
「
野
ん
野
」・
電
気
自
動
車
組

立
販
売
「
長
谷
川
モ
ー
タ
ー
」・
フ
ァ
ミ

レス「
スマ
イ
ル
」・喫
茶「HE

A
R
T
 B
U
C
K
S

」

の
五
つ
の
事
業
プ
ラ
ン
が
グ
ル
ー
プ
毎

に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

　
発
表
し
た
グ
ル
ー
プ
に
は
、他
の
グ

ル
ー
プ
か
ら
「
将
来
性
や
収
益
性
」
な

ど
の
鋭
い
質
問
が
あ
り
、ど
の
発
表
者

も
事
業
を
興
す
こ
と
の
難
し
さ
を
体

験
し
た
よ
う
で
す
。 

伊藤会長から表彰される受賞者の皆さん 

笠松を世界に発進をスローガンに喫茶店経営を発表する生徒 

【
笠
松
み
な
と
公
園
整
備
事
業
】
財
団
法
人
ぎ
ふ
し
ん
記
念
財
団（
岐
阜
市
） 

　
ケ
ヤ
キ
一
本
植
栽
一
式 

【
公
民
館
図
書
室
運
営
事
業
】
羽
島
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ（
羽
島
市
） 

　
図
書
五
万
円
相
当 

　
町
で
は
、ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と

し
て
、
四
月
七
日（
月
）か
ら
、
水

道
課
が
北
事
務
所
か
ら
役
場
三
階

に
移
転
し
ま
す
。 

　
上
下
水
道
の
加
入
申
し
込
み
な

ど
す
べ
て
の
業
務
を
受
け
付
け
し

ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
水
道
課
1
三
八
八

│
一
一
一
八
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

　
４
月
１
日
か
ら
「
ふ
ら
っ
と
笠
松
」

が
、
多
く
の
人
が
利
用
す
る
笠
松

駅
の
構
内
で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
ふ
ら
っ
と
笠
松
」
は
、
笠

松
町
を
訪
れ
る
方
々
に
笠
松
町
の

情
報
発
信
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

皆
さ
ん
と
訪
れ
た
方
が
一
緒
に
交

流
が
で
き
る
場
所
で
す
。 

　
「
ふ
ら
っ
と
笠
松
」
で
町
の
新
し
い

発
見
、人
々
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。 

　
訪
れ
た
方
が
「
笠
松
は
良
い
と
こ

ろ
だ
ね
。
ま
た
来
た
い
わ
」
と
感
じ
る

よ
う
な
心
温
か
い「
笠
松
町
」
を
皆
さ

ん
一
緒
に
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

【
開
設
時
間
】 

午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で 

【
施
設
機
能
】 

○
情
報
提
供
、情
報
発
信
機
能 

　
町
の
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。
自
由
に
利
用
が
で
き

る
キ
ヨ
ス
ク
端
末
機
か
ら
は
、「
笠
松

町
」に
関
す
る
検
索
が
で
き
ま
す
。 

○
公
共
施
設
巡
回
町
民
バ
ス
待
合 

　
ガ
ラ
ス
張
り
の
施
設
か
ら
は
、

外
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

○
物
販
コ
ー
ナ
ー 

　
笠
松
銘
菓
を
中
心
と
し
た「
笠
松
」

ら
し
い
商
品
の
ほ
か
、和
菓
子
に
最
適

な
「
白
川
茶
」の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、購
入
し
た
商
品
を
お
茶
請

け
に
施
設
内
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
訪
れ

た
方
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

新たに下水道が 
　  利用できるようになりました 

水
道
課
が
役
場
三
階
に 

　
　
　
　 

移
転
し
ま
す 

情報提供スペース 

町民バス待合コーナー 

物販コーナー 

　平成19年度の下水道工事が完了し、4月1日から新町、田代、
北及などの各一部の区域で新たに下水道が利用できるように
なりました。 
　また、岐阜市との協定により、一部行政境において岐阜市下
水道管の利用も可能となりました。 
　この区域から排出される台所・便所・風呂・洗面所などの生
活排水は、今までのように近くの側溝や水路などに流すことは
できなくなり、下水道に流さなくてはなりません。 
　清潔で快適な生活が送れるよう1日も早く、排水設備の改造
工事を行いましょう。 
　下水道が利用できる日から1年以内に排水設備の改造工事
を実施完了されると、1戸につき7万円の助成金が交付されます。 
　また、1年以降でも決められた期間内に改造工事を完了され
ると、助成金を交付しています。 
　排水設備の設備工事や改造工事は必ず町の指定した「排
水設備工事業者」へ依頼してください。詳しくは、水道課まで
お尋ねください。 
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出 演 団 体  

実 行 委 員 会 会 長  

笠 松 清 流 太 鼓  

イナラハン中学校  

松枝･下羽栗保育所 

笠 松 双 葉 幼 稚 園  

笠 松 保 育 園  

笠 松 幼 稚 園  

婦 人 会  

本まつりオープニング時間（１３日） 本まつりオープニング時間（１３日） 
本 町 通 り 

１０：３０～１０：４０ 

１０：４０～１１：００ 

１１：００～１１：３０ 

１１：３０～１１：５０ 

１１：３５～１１：５５ 

１１：４０～１２：００ 

１１：４５～１２：０５ 

１１：５０～１２：１０ 

 

開会あいさつ 

太鼓演奏 

チャモロ民族舞踊 

 

園児の演技 

 
 

民謡踊り 

　
か
さ
ま
つ
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
主
催
の

「
笠
松
春
ま
つ
り
」
を
１３
日（
日
）ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
期
間
中
は『
桜
ま
つ
り
』
の
ほ
か『
笠
松
陣
屋
市
』『
宵

ま
つ
り
』『
本
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
』『
大
名
行
列
お
奴
』

『
町
内
み
こ
し
』
な
ど
多
彩
な
催
し
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
１２
日（
土
）・
１３
日（
日
）の
両
日
は
、安
全
の
確
保

の
た
め
、八
幡
神
社
と
産
霊
神
社
の
周
辺
や
商
店
街
な

ど
、人
出
が
予
想
さ
れ
る
区
域
で
は
、車
両
進
入
禁
止
と

な
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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◎松枝地域みこし 
　実施町内 
田代東、田代西、
北及第1、北及第2、
中門間、下門間 、
北門間、南栄町 

【日時】 
4月13日（日）まで 
 
 
【内容】 
奈良津堤三角駐車場
付近一帯の桜並木の
ライトアップ（午後10時
まで） 
※危険防止と景観阻害
防止のためロープ張りな
どでの場所取りは禁止。 

【日時】 
4月12日（土） 
午前11時～午後4時 
 
【内容】 
本町通り一帯を歩行
者天国にしてフリーマ
ーケット、即売会、屋
台コーナー、駄菓子
販売、子ども広場など、
陣屋市を再現。 

【日時】 
4月12日（土） 
午後5時～ 
　　　 午後8時30分 
【内容】 
西宮町産霊神社境
内で町内みこし奉納、
舞台イベント、屋台コ
ーナー、抽選会の開
催。 

【日時】 
4月13日（日） 
午前10時30分～ 
　　　 午後0時10分 
【内容】 
本町通りで、笠松清
流太鼓の演奏、チャ
モロ民族ダンス、婦人
会の踊り、園児の演技。 

【日時】 
4月13日（日） 
午後0時30分～ 
　　　 午後3時15分 
【内容】 
大名行列お奴は、毛
槍を掛け声とともに投
げ渡しながら練り歩く
伝統芸能で、八幡神
社と産霊神社の例祭
へ奉芸（県重要無形
民俗文化財）。 

笠松地域みこし奉納時間（13日） 
 

イナラハン中学校 
二　見　町  
月美・緑町  
大名行列お奴 
中　新　町  
下　新　町  
八　幡　町  

八 幡 神 社 
１２：００～１２：３０ 
１２：３０～１３：００ 
１３：００～１３：３０ 
１３：３０～１４：１５ 
１４：１５～１４：４５ 
１４：４５～１５：１５ 
１５：３０～１６：００ 

産 霊 神 社 
─── 

１１：００～１１：３０ 
１２：００～１２：３０ 
１４：３０～１５：００ 
１３：００～１３：３０ 
１５：３０～１６：００ 
１４：００～１４：３０ 

12日  車両進入禁止（規制時間 午前10時～午後5時） 

12日  　　  〃　  　（規制時間 午後  5時～午後9時） 

13日  　　  〃　  　（規制時間 午前9時30分～午後5時） 

大名行列 お奴コース 

  　〃　   通過時間 

 　 〃　   演技場所 

車両進入禁止 
出発 出発 

12：30

14：30

13：30

15：15 
笠松町役場 
15：15 
笠松町役場 

笠松 
陣屋跡 

八幡神社 

産
霊
神
社 
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国民健康保険制度のお知らせ 

　平成１８年の医療制度改革により、７０歳から７４歳までの国民健康保険の被保険者は、４月か

ら窓口負担２割とすることとされていましたが、平成２１年３月までの１年間、１割に据え置かれます。 

　すでに、３割負担となっている現役並み所得の方や障がい認定を受けて後期高齢者医療制

度の被保険者となった方は除きます。 

　国民健康保険では、６５歳から７４歳までの世帯主の方を対象に、平成２０年１０月に支給される

年金から、保険税（２カ月分に相当する額）を差し引いて納めていただきます。　 

　特別徴収の対象となるのは、次の条件すべてに該当する方です。 

・ 世帯主が、国民健康保険の被保険者である 

・ 世帯内の国民健康保険の被保険者の方全員が６５歳から７４歳である 

・ 特別徴収の対象となる年金の年額が１８万円以上である 

・ 国民健康保険税が介護保険料と合わせて、年金額の２分の１を超えない 

　７５歳以上の国民健康保険の被保険者は、４月から後期高齢者医療制度へ移行し、新制度の

保険料を納めることになります。それに伴って、同一世帯の７５歳未満の方が、国民健康保険に

引き続き加入する場合、保険税の負担が急に増えることがないよう保険税などが軽減されます。 

　詳しくは、役場住民課へお問い合わせください。 

７０歳から７４歳までの国民健康保険加入者の 
　　　　　　　　　　　窓口負担見直しの凍結について 

６５歳から７４歳の世帯主の方を対象とした 
　　　　　　　　保険税の年金からの特別徴収について 
 

後期高齢者医療制度の創設に伴い、 
７５歳以上の被保険者が国民健康保険から 
　　　　　後期高齢者医療制度に移った場合の 
　　　　　　　　　国民健康保険税の軽減などについて 
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「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
（
略
）

教
室
に
入
っ
て
読
書
の
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
」 

　
こ
の
放
送
が
か
か
る
と
運
動
場
で

遊
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち
も
一
斉
に

教
室
に
入
っ
て
行
き
ま
す
。
そ
し
て

各
自
が
思
い
思
い
の
本
を
読
み
始
め

ま
す
。
時
に
は
担
任
が
読
み
聞
か
せ

を
し
て
い
る
学
級
も
あ
り
ま
す
。 

　
読
書
は
、
知
識
を
得
る
だ
け
で
な

く
、
想
像
力
を
育
み
、
間
接
的
に
で

は
あ
り
ま
す
が
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
脳
の
働
き

を
高
め
、
心
を
豊
か
に
し
ま
す
。 

　
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
が

あ
る
の
は
パ
ソ
コ
ン
の
ゲ
ー
ム
。
家

に
帰
れ
ば
塾
通
い
や
習
い
事
で
忙
し

く
、
な
か
な
か
本
に
触
れ
る
時
間
が

と
れ
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
一
日
の
始
ま
り
を
落
ち

着
い
た
も
の
に
す
る
こ
と
や
、
子
ど

も
た
ち
に
読
書
の
習
慣
を
つ
け
た
い

と
願
っ
て
昨
年
度
、
『
朝
読
書
』
を

設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
会
の
図

書
委
員
会
を
中
心
に
図
書
館
ま
つ
り

を
開
い
た
り
、
昼
休
み
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
か
み
ふ
う
せ
ん
の
方
に
読
み

聞
か
せ
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て

い
ま
す
。 

　
平
成
十
八
年
度
に
は
光
製
作
所
の

ご
寄
付
に
よ
り
、
図
書
館
が
改
装
さ

れ
、
美
し
く
整
っ
た
環
境
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
十
九
年
度
に
は
蔵
書
も

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
、

子
ど
も
の
読
書
量
が
増
加
し
、
本
に

親
し
む
子
が
増
え
て
き
ま
し
た
。 

「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
た
り
想

像
し
た
り
し
な
が
ら
本
を
読
む
こ
と

は
楽
し
い
」 

「
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
わ
く
わ
く
す
る
」 

「
本
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
漢
字
を

覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
」 

「
時
間
が
た
つ
の
を
忘
れ
て
し
ま
う

く
ら
い
熱
中
す
る
。
も
っ
と
も
っ
と

本
を
読
み
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、『
朝
読
書
』に
つ
い
て
も
、 

「
い
ろ
い
ろ
な
本
が
読
め
る
」 

「
朝
読
む
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
本
を

読
む
よ
う
に
な
っ
た
」 

「
授
業
に
も
集
中
し
て
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
好
評
で
す
。 

『
朝
読
書
』
は
昨
年
度
五
分
間
で
し

た
が
、
本
年
度
は
十
分
間
に
し
、
ま

た
、
図
書
館
経
営
を
一
層
充
実
さ
せ

て
子
ど
も
の
読
書
へ
の
関
心
意
欲
を

高
め
、
豊
か
な
心
づ
く
り
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
　
　
下
羽
栗
小
学
校 

校
長
　
横
山
直
美 

読
書
を
通
し
て
 

　
　
　

心
豊
か
に
 

ご
み
処
理
券
を
貼
る
目
的 

①
ご
み
の
分
別
の
徹
底
、
ご
み
の

減
量
化
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

②
ご
み
の
排
出
者
と
し
て
の
責
任

意
識
を
今
ま
で
以
上
に
持
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

③
他
地
域
か
ら
の
持
込
防
止
、
現

在
の
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
の
生

活
ス
タ
イ
ル
を
環
境
に
や
さ
し
い

ス
タ
イ
ル
に
改
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ご
み
処
理
券
に 記名

す
る
理
由 

　
記
名
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

ご
み
排
出
に
責
任
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
違
反
ご
み
を
出
さ
な
い
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ

れ
た
ご
み
の
う
ち
回
収
さ
れ
な
か

っ
た
違
反
ご
み
は
、
町
内
会
長
さ

ん
や
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
さ
ん
、

ま
た
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
当
番
の

方
に
再
分
別
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

大
変
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
排
出
者
が
分
か
れ
ば
違
反
ご
み

が
出
た
場
合
、
ご
み
袋
を
排
出
者

へ
返
還
す
る
だ
け
で
良
く
な
り
、

町
内
会
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

 

ご
み
処
理
券
の 

白
地
部
分
の
記
入
の
仕
方 

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
な
ど
の

問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
町
内
会
で

慎
重
に
協
議
し
て
い
た
だ
き
、
町

内
の
皆
さ
ん
が
理
解
し
て
納
得
で

き
る
方
策
で
実
施
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

　
町
内
会
に
よ
っ
て
は
、
固
有
の

番
号
を
記
入
し
、
排
出
者
を
特
定

で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
、
分
別

マ
ナ
ー
の
向
上
に
成
果
を
上
げ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

各
町
内
の
事
情
に
適
し
た
方
法
を

皆
さ
ん
で
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

ご
み
処
理
券
が 

無
く
な
っ
た
場
合 

　
町
内
会
長
さ
ん
ま
た
は
役
員
さ
ん
、

役
場
環
境
経
済
課
で
追
加
配
布
し

ま
す
。
　 

　
十
九
年
度
の
ご
み
処
理
券
が
余
っ

て
い
た
ら
、
二
十
年
度
分
と
し
て

使
用
し
て
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。 

　
詳
し
く
は
、
環
境
経
済
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

朝
読
書
を
す
る
児
童
た
ち 
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　17年度から実施してきた行財政改革。町民の皆さんとの協働を積極的に進めるとともに、行財政改
革推進プランに基づいて事業の合理化や経費の抑制をした結果、基金に依存しない財政運営が図
られてきました。  
　3年間の行財政改革推進プランが終了して最初の年度となる今年度は、行革の成果を町民の皆さ
んへ還元する予算であると考えています。  
　皆さんの安全・安心を念頭に、優先事業の明確化、成果の重視、緊急度の高い事業の選択を行い、
「将来を担う子どもたちのための教育施策」、「将来に向けたまちづくり施策」、「町民の日常生活の安
心施策」を柱として予算編成をしました。 

２１年度以降に 
予定している事業はこれ！ 

→Ｐ26・27へ 
まだまだ 
こんなことも 
やりますよ！ 
→Ｐ24・25へ 

環境対策・ 
基盤整備 
→Ｐ20・21へ 

防災・防犯対策 
→Ｐ18・19へ 

まちづくり対策 
→Ｐ22・23へ 

少子化対策 
→Ｐ12・13へ 

教育向上対策 
→Ｐ16・17へ 

高齢者・健康対策 
→Ｐ14・15へ 

こん
なことをやります！

平成２０年度は、
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一 般 会 計   

老 人 保 健 特 別 会 計   

国民健康保険特別会計  

後期高齢者医療特別会計  

介 護 保 険 特 別 会 計   

下水道事業特別会計   

水 道 事 業 会 計   

総 額   

5,690,108千円 

205,847千円 

2,233,928千円 

190,281千円 

1,323,203千円 

958,438千円 

421,593千円 

11,023,398千円 

5,380,887千円 

1,782,050千円 

2,284,340千円 

──　千円 

1,277,070千円 

802,449千円 

383,761千円 

11,910,557千円 

309,221千円  

△ 1,576,203千円  

△ 50,412千円  

190,281千円  

46,133千円  

155,989千円  

37,832千円  

△ 887,159千円  

5.7％ 

△ 88.4％ 

△ 2.2％ 

皆　増  

3.6％ 

19.4％ 

9.9％ 

△ 7.4％ 

会　　計　　名 平成２０年度予算 平成１９年度予算 比　　較 対前年度比 

2,888,399千円 

178,935千円 

183,000千円 

65,168千円 

3,315,502千円 

401,900千円 

947,000千円 

678,906千円 

346,800千円 

2,374,606千円 

5,690,108千円 

　 町　　　　　　税 

　 分・負担金、使用・手数料 

　 繰　　越　　金 

　 そ　　の　　他 

（自 主 財 源 　 計） 

　 譲与税及び交付金 

　 地 方 交 付 税 

　 国 ・県 支 出 金 

　 町　　　　　　債 

（依 存 財 源 　 計） 

　 合　　　　　計 

2.2％ 

△ 7.0％ 

△ 2.6％ 

1.8％ 

1.3％ 

△ 3.3％ 

5.5％ 

27.9％ 

31.1％ 

12.6％ 

5.7％ 

科　　　目 平成２０年度予算 対前年度比 

75,727千円 

844,482千円 

1,735,047千円 

649,042千円 

65,296千円 

52,764千円 

990,423千円 

343,602千円 

562,537千円 

361,717千円 

4,471千円 

5,000千円 

5,690,108千円 

△ 19.0％ 

13.5％ 

9.0％ 

△ 13.6％ 

△ 2.6％ 

△ 6.7％ 

21.8％ 

△ 9.5％ 

11.1％ 

△ 2.1％ 

37.5％ 

0.0％ 

5.7％ 

款 平成２０年度予算 対前年度比 

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農 林 水 産 業 費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

諸 支 出 金  

予 備 費  

合 計  

◎新年度予算総額 

◎一般会計の明細 
歳　入 

歳　出 

歳　出 
単位：千円 

民生費 
1,735,047 
30.5%

土木費 
990,423 
17.4%総務費 

844,482 
14.9%

衛生費 
649,042 
11.4%

教育費 
562,537 
9.9%

公債費 
361,717 
6.4%

消防費 
343,602 
6.0%

その他 
203,258 
3.5%

歳　入 
単位：千円 

町税 
2,888,399 
50.8%

分・負担金、 
使用・手数料 
178,935 
3.1％ 

繰越金 
183,000 
3.2％ 

譲与税及び 
交付金 
401,900 
7.1％ 

地方交付税 
947,000 
16.6％ 

国・県支出金 
678,906 
11.9％ 

町債 
346,800 
6.1％ 

その他  
65,168 
1.2%
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　２０年度から松枝保育所も民営化され、
第一保育所・下羽栗保育所に続き、３町
立保育所すべてが民営化されました。  
　３保育所と笠松保育園に対し、保育
単価の基準に基づいた負担金などを交
付するなど、安定した保育所（園）運営
が図られるように、バックアップします。 

3億970
万円 

保育所の 
　　運営負担 

　昨年度のような猛暑は、まだ体力がな
い園児には厳しいものです。  
　松枝保育所と下羽栗保育所に冷暖
房機を設置し、保育環境の整備に努め
ます。  
　（第一保育所は、すでに冷暖房機が
設置されています） 

2,300
万円 

保育所施設改修 

　安心して出産
できるよう、一般
健診の公費負
担回数を、１回か
ら４回に増やし、
健診への経済
的負担を軽減し
ます。 

720
万円 

妊婦健診の充実 

　不妊治療は、身体的・精神的負担はも
とより、経済的負担もとても大きいものです。
　特定不妊治療にかかる費用の一部を
負担することで、不妊に悩む家庭の経済
的負担を軽減し、安心して検査や治療を
受けられるようにします。 
県制度 【治療助成】 
　　　　１０万円を１年度２回まで  
　　　　（最長５年まで）  
町制度 【治療助成】 
　　　　県制度と同様の分を上乗せ 
　　　  【検査助成】 
　　　　３万円で１回のみ 

250
万円 

特定不妊治療  
に対する助成 
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　同時期に多くの未就学児を保育所（園）
に預けることは家計の負担になります。
安心して子育てが出来るよう、徴収基準
判定の範囲を広げました。  
　小学校３年生までの子供が３人以上
いる世帯で、第３子以降が保育所(園)な
どに入所(園)している場合、その園児の
保育料が無料になります。 

保育料徴収 
基準の見直し 

外来は、０歳から小学校4年生まで  
入院は、０歳から中学校卒業まで 
の医療費を助成します。  
（県の補助対象は０歳から小学校就学前まで） 

1億90
万円 

乳幼児医療費 
助成制度 

　松枝保育所と下羽栗保育所、笠松保育

園の通園バスの運行に対し、補助金を交

付します。 

1,220
万円 

保育所通園 
バス運行補助 

 制度の改正により、第２子以降の優遇
措置の適用条件を、「兄・姉が幼稚園児
～小学校２年生である園児」から「兄・姉
が幼稚園児～小学校３年生である園児」
に拡充します。 

私立幼稚園就園  
奨励金の改正 

開設時間 
平日は放課後～午後７時  
土曜日、春休みや夏休みなどは、午
前8時30分～午後7時 

　小学校１～３年生の児童が、学校から
家庭に帰っても、就労などにより保護者
が家にいない場合、放課後児童クラブに
入所することができます。  
　児童の安全確保と健全育成の場として、
また保護者が安心して働ける環境づくり
として運営しています。 

3,250
万円 

放課後児童 
クラブの運営 
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　平成２０年度から、今まで町が実施してきた「基本健康診査」に変わり、
各医療保険者が実施する「特定健診」がスタートします。  
　加入している医療保険者から送付される受診券もしくは通知に従って、
健診を受けることになります。  
●40～74歳の方…加入している医療保険が実施する特定健診を受診
  
●75歳以上の方…後期高齢者広域連合が実施する「（仮称）ぎふ・
　　　　　　　　すこやか健診」を受診  
※国民皆保険制度のもと、すべての方がいずれかの医療保険に加入す
ることになっています。 
　そのほかの健(検)診については、従来どおり町が実施する「フレッシュ
健診（19～39歳）」、「はつらつ健診（40・45・50・55歳）」、「各種がん
検診」などがあります。 

3,720
万円 

健康診査 

　フレッシュ健診やはつらつ健診の事後
指導を行なったり、がん検診時などに、生
活習慣病予防のための健康相談を実施
します。  
　また、40歳以上の方で特定健診など
の受診後に、特定保健指導(各医療保
険者が実施)以外の健康相談ができる場
を設けます。  
　また、メタボリックシンドローム(内臓脂
肪型肥満によって、さまざまな病気が引き
起こされやすくなった状態)の健康教育を
実施し、生活習慣病改善のための指導
を行ないます。 

40
万円 

健康教育・相談  
の実施 

　三種混合・二種混合・
麻しん風しん混合・日本脳
炎・BCG・ポリオなど実施し
ます。 

1,710
万円 

予防接種事業 
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○20年度対象予定者 

75歳　260人 
77歳　210人 
88歳　  75人 
99歳　　6人 

　75歳、77歳、
88歳、99歳を
迎える方々に
対し、長寿を
お祝いする養
老福祉金を
交付します。

280
万円 

養老福祉金の交付 

　75歳以上の高齢者医療制度について、
現行の老人保健制度に変わり、後期高
齢者医療制度となります。  
　今までは、75歳（一定の障がいがある
人は65歳）以上の方は、国民健康保険
や会社の健康保険などの医療保険に加
入しながら「老人保健」で医療を受けて
いましたが、平成２０年４月からは高齢者
だけの新しい医療制度「後期高齢者医療」
で医療を受けることとなります。  
　また、4月以降に75歳になる方は、誕
生日から後期高齢者医療制度に加入し
ます。 

1億 
7,450
万円 

後期高齢者医療  
への負担など 

　高齢者が絡む交通事故が増加傾向に
あります。車・自転車の運転手として、ま
た歩行者として、それぞれの立場から交
通安全について学び、交通事故防止を
目指すものです。 

20
万円 

高齢者の交通事故 
防止対策 

　６０歳以上の高齢者に対し、インフルエ
ンザの予防接種料のうち  １,５００円を助
成します。 

360
万円 

高齢者インフルエンザ  
予防接種助成金 
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　羽島郡二町教育委員会主管による、
不登校児に対する支援策として、適応指
導教室を北事務所に設置します。 

子どもサポート 
センターの設置 

　生徒の安全確保と、長期休校中の学
校管理のために、玄関に監視カメラを設
置するとともに、鍵はオートロック機能の
あるものにします。  
　また、東門には門扉を設置します。 

260
万円 

笠松中学校  
施設改修工事 

　今年度もいろいろな分野の本
をそろえ、知識や想像力、考える
力を培ってもらいたいと願ってい
ます。  
　本の購入には、光文庫基金を
活用し、さらなる充実を図ります。
　また、多読児童生徒を表彰す
ることで、児童生徒の「やる気」
を引き出します。 

130
万円 

光文庫基金の活用 

　昨年度、特色ある教育の実
践を目的として、株式会社光製
作所から５,000万円の寄附をい
ただきました。その寄附金を活
用した教育施策を検討し、実施
します。 
　２０年度の当初予算には、英
語教師助手（ＡＬＴ）の充実とし
て、中学校に１人、３小学校で１
人の専任助手を配置し、本格
的な英会話に触れ合う機会を
多く創出します。 

1,200
万円 

特色ある教育活動 
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　中学生を対象に、海外研修を
グアムにて実施します。  
　現地の中学生との交流など、３
泊４日の行程で、実施時期は８月
下旬を予定しています。  
　参加定員は２０人。  
　参加者負担金は１人75,000円
を予定しています。 

490
万円 

中学生のグアム  
研修 

　家庭・学校・地域が一体となって、マ
ナーやルールを大切にする道徳心を皆で
培うために、研究・検討を行い、道徳的
風土や人づくりの推進を図ります。 

290
万円 

道徳教育の推進 

　教科のサポートや、軽度発達障がい
児の授業補助、不登校児の学校での対
応などを行うために、非常勤講師とアシス
タントを配置。安定した授業の実践と学
校教育の質の向上を図ります。 

1,450
万円 

小中学校教育 
学習支援 

　学校ごとに特色のある教育活動がで
きるように、校長に裁量権を渡し、執行で
きる予算を配分します。  
　各小中学校１校あたり  ５０万円 

200
万円 

学校長裁量予算 

　平成19年度より財団法人国際調和
クラブからの支援のもと、学費の支払い
が困難な高校生に対し、奨学金を支給し
ています。  
　有為な人材育成を図ることを目的とし
ており、卒業までの間、修学助成を受け
ることができます。  
　（助成額）30万円×3年間  
　（申請）2月1日～末日 

300
万円 

国際調和クラブ  
修学助成 
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　災害時における避難所・医療機関など
の情報、住民の安全に係わる防犯情報
など、緊急を要する情報を携帯電話やパ
ソコンに、迅速かつ的確に提供する「あ
んしんかさまつメール（緊急時情報伝達
システム　緊急メール）」を、平成17年度
から行っています。 

50
万円 

あんしんかさまつ 
メール配信事業 

災害時救援物資 
などの備蓄 

　校舎の耐震化は、教育現場の安全の
確保と、避難所施設として活用するため
には必要です。 
　２０年度は松枝小学校と下羽栗小学
校の補強計画の策定などに着手します。 

2,020
万円 

校舎の耐震化 

　地域の防災リーダーとして防災士を育
成し、防災士を中心に防災訓練を実施す
るなど、地域防災体制の確立を図ります。
（モデル町内会を予定） 

20
万円 

防災士の育成 

　災害時に、対策本部が設置される本
庁舎。 
　有事の際、本庁舎に支障がないよう、
今年度耐震診断をし、結果によっては今
後耐震補強工事を行ないます。 

140
万円 

本庁舎耐震診断 

　養老断層地震が発生した場合の被害
程度を想定し、水や米、毛布などの生活
必需物資を計画的に備蓄していきます。 

360
万円 
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　現在、防災行政無線では、行政情報
や緊急情報を放送していますが、発信元
の操作卓は、長年の使用により故障が
多くなり、定時放送に支障をきたしている
状況です。  
　操作卓を更新することで、全国瞬時警
報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）に接続でき、災
害時に緊急情報を瞬時に伝達すること
が可能になります。 

3,970
万円 

防災行政無線  
操作卓の更新 

　設置以来、防犯面などで効果をあげて
いる街路灯ですが、設置後電球の交換
がされていない街路灯は、経年により暗
くなっています。  
　ふるさと振興基金を活用して電球を交
換するものです。  
　（交換予定基数約 2,800基） 

2,540
万円 

街路灯電球の交換 

　各家庭に配布してある個別受信機で
すが、液漏れや老朽化に伴った故障によ
り廃棄が増え、在庫数が不足してきました。 
　今年度購入する個別受信機は、防災
無線のほかＡＭ・ＦＭラジオの受信が可
能な「防災ラジオ」です。  
　新規の申し込みや個別受信機の故障
による交換時に貸し出しします。  
　故障の中で一番多い原因である、電
池の液漏れを防ぐため、年に一度定期的
な電池の交換をお願いします。 
（購入予定台数500台） 

420
万円 

防災行政無線 
個別受信機の購入 

　心臓突然死の中で特に多いとされる
心室細動(心臓の麻痺)が発生した場合、
早期にＡＥＤを使用した心肺蘇生をするこ
とで救命率は高くなります。 
　１８年度から順次、各体育館、各公民
館など不特定多数の人が出入りする施
設に設置しており、２０年度は、３小学校と
役場に設置します。 

170
万円 

ＡＥＤの設置 
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20年度予定箇所  
・松枝処理分区（その1）実施設計  
・松枝処理分区（39工区） 
　　管渠（かんきょ）埋設工事  
・笠松南処理分区（42工区） 
　　管渠（かんきょ）埋設工事 

公共下水道事業 

　行財政改革推進プランの期間中は抑
制していた事業。  
　4ｍに拡幅する道路などの改良を実施
するもので、協議や意向調査の結果によ
り、用地買収や拡幅改良工事を実施する
ものです。　 

町道拡幅要綱 
に基づく事業 

1,770
万円 

　道路の側溝などを新設し、快適な交通
ができるよう整備するものです。 
　２０年度は次の工事を予定しています。 
・側溝舗装等改良工事  
　予定箇所  松栄町、長池、門間、  
　　　　　　円城寺、米野地内  
・下水道工事後道路復旧工事 
　予定箇所  柳原町地内 

道路新設改良事業 2,130
万円 

2億 
6,130
万円 

・第４水源地配水ポンプ取替  
・老朽管の布設替工事（340ｍ）  
・配水管耐震補強工事 

上水道経営計画 
による事業 

4,140
万円 
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　ごみの減量化、資源の有効利用の一
役を担っている、団体による資源の集団
回収に対し奨励金を交付しています。 
（奨励金単価  3円／kg） 

130
万円 

資源集団回収 
奨励金 

１９年度から実施している事業で、２０年度
は笠松地域を調査します。 

290
万円 

浄化槽・汲み取り 
現況調査の実施 

　住民協働の一環として、各町内会で
実施していただいている資源ごみの分別
回収。  
　これにより、収集運搬経費や中間処
理代が大幅に削減されています。  
　町内会で袋など準備していただいてい
ることもあり、引き続き交付金を支給します。
 （算定基準  均等割 12,500円、 
　　　　　 世帯割　  500円）　 

470
万円 

資源ごみ分別回収に 
対する交付金 

　ごみ焼却場にかかる負担金は、建設
時の起債償還(借金返済)分と、投入実
績量によるものが大半を占めます。 
　ごみの投入量が減少すれば、おのずと
負担金も減少します。 
　例えば、生ごみの水切り。水切りをしっ
かりした場合、重さは半分～1/3に減ると
いわれています。 
　投入されるごみの約４割が生ごみです。
「水切り」を習慣にするなど、ごみの減量
化にご協力ください。 

2億 
8,950
万円 

岐阜羽島衛生施設 
組合負担金（ごみ） 

　廃棄物収集運搬費、中間処理費、処
分事業費など、廃棄物の処分にかかる経
費は、収集量や収集箇所数などにより増
減します。 

1億 
5,060
万円 

ごみ収集・処分に 
係る経費 



��

　地域資源を生かし笠松町独自の商品
などの開発を検討。  
　生産者、販売者、消費者の協働体制
で開発をすすめ、町の活力を取り戻すべく、
これからの笠松町を考えます。 
（開発目標  23年度までに）　 

60
万円 

地域ブランド 
の開発 

　13年度から着手している整備で、21
年度完成に向け順次整備しています。
 　20年度 は、石畳周辺を整備する予
定です。 

7,510
万円 

笠松みなと公園  
の整備 

　段差などを解消し、誰もが安全に公共
交通を利用できるようにするための交通
バリアフリー構想に基づき、笠松駅周辺
の整備を進めます。  
　また、笠松駅構内のエレベーターやス
ロープの設置など、バリアフリー化に対す
る工事に対し、補助金を支出します。 

1億  
5,280
万円 

交通バリアフリー 
事業の実施 

　町の三大イベントである、春まつり・川
まつり・リバーサイドカーニバルを、例年ど
おりの規模で実施します。 

1,640
万円 

まつり事業 
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　馬・みなと公園・木曽川を繋ぎ合わせ
た一体的かつ、実現可能な計画の策定
を行います。  
　笠松駅や市街地との連絡・関連付け
も併せて考えることで、まちの活性化にも
寄与するものとなります。 

700
万円 

リバーサイドタウン 
かさまつ計画 

　休憩・案内・交流・連携の機能を持っ
た「まちの駅」を町内各所に設置。  
　おもてなしの心を持って人と接し、笠
松を、温かさと活気のあるまちにしましょう！ 

80
万円 

「まちの駅」の整備 

　白川町、美濃加茂市、各務原市と連
携し、広域的川の駅構想を調査研究しま
す。 

50
万円 

川の駅構想 

　地域情報発信拠点であり、公共施設
巡回町民バスの待合所として活用できる、
「ふらっと笠松」が笠松駅にオープン！ 
　笠松銘菓や白川茶、鮎の一夜干しな
どが販売されます。また、ギャラリースペー
スも併設されており、笠松を訪れた人々に
地域案内を行ないます。  
（開設時間 7:00～19:00） 

600
万円 

「ふらっと笠松」 
を開設 

　駅構内に設置されていたトイレを、駅利
用者以外でも使用できるように改装します。
さらに、整理されていない駐輪場を、笠松
駅周辺と同じように整備し、有料駐輪場
とします。（約80台駐車可能） 

1,870
万円 

西笠松駅周辺 
の整備 
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　町民の足として定着してきた巡回町民
バス。広告を掲載するなど、新たな財源
の確保を図りつつ、引き続き安全運転を
心がけ運行していきます。 

1,900
万円 

公共施設巡回 
町民バス運行 

　２１年度は生誕１２０年を迎える、歴史
あるまち、笠松町 
　今年度は生誕１２０年記念イベントの
内容について、検討します。 

30
万円 

かさまつ生誕120年 
記念事業の準備 

　男女共同参画社会の実現に向け、基
本目標や重点目標を定めるために、町民
の意識調査を実施し、懇話会などを経て
計画を策定します。 

40
万円 

男女共同参画 
基本計画の策定 

　２０年度からは、松枝保育所の民営化
により、保育士の身分が、町職員から財
団法人笠松町地域振興公社の職員へ
変わるなど、大幅に人件費が削減されま
した。 
　職員が削減されたことにより、町民の
皆さんへのサービスが低下しないよう、職
員の意識改革とスキルアップを図りたい
と考えています。 

町職員の削減 
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　小規模授産所や養護訓練事業の運
営に対し補助しています。  
　また、自立支援法に基づく法定施設に
移行できなかった施設は運営に苦慮して
おり、町民が利用している施設の運営に
対して、補助するものです。 

2,320
万円 

障がい児・障がい者 
施設に対する補助金 

　障がい者の地域生活と就労を進め、
自立を支援する観点から、補装具の支援
や介護・訓練などに対し給付をいたします。 

9,780
万円 

障がい者の自立  
支援給付 　入札契約の適正化に向け、総合評価

落札方式による入札、一般競争入札を
実施するために導入するものです。  
　このシステムは、17年度から運用され
ており、県下27市町が参加している岐阜
県市町村共同電子入札システムを導入
します。 

200
万円 

共同電子入札  
システムの導入 

　近隣市町では、小売店と一体となって
レジ袋の削減に取り組んでいます。  
　笠松町においても、「マイバック運動」
を推進し、資源の節約とごみの減量化を
図ります。 

レジ袋の削減に向けた  
「マイバック運動」の推進 

　住民サービスや収納率の向上を図る
ため、水道料金と下水道使用料の納付
方法を拡充し、クレジットカードによる納
付制度を導入します。 

クレジットカード 
による納付 

　先日の町議会議員選挙より、議員定
数が１４人から１０人に減員されました。  
　減員により約１，８００万円の経費が削
減されることとなります。 

議員定数の見直し 
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保 育 園  

学　校 

保 育 園  

学　校 

保 育 園  
保育所通園バスの更新 
◎松枝保育所、下羽栗保育所、笠松保育園の 
　通園バスを、走行距離の多い順から、順次更新 

第一保育所の屋根改修 
◎天井、外壁などを修繕し、雨漏りを防止 

プールの改修 
◎松枝保育所 
◎下羽栗保育所 
◎プール（水槽）のひび割れやフェンスなどを改修 

学　校 
笠松小学校　西舎・渡り廊下耐震補強工事 

松枝小学校　西舎耐震補強工事 

松枝小学校　東舎耐震補強工事 
◎耐震補強工事にあわせ、屋上フェンスを修繕 

下羽栗小学校　東舎・西舎耐震補強工事 

下羽栗小学校　屋内運動場耐震補強工事 

笠松中学校　屋内運動場建設調査 

地震による学校施設の倒壊を防ぎ、災害時における
児童たちの生命確保に努めます。 

、 現時点における計画です。今後の財政状況などの動向により、変更することが十分予測されます。ご了承ください。 
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生活環境 

安心・安全 

生活環境 

安心・安全 

生活環境 
交通バリアフリー化事業 
◎２０年度に引き続き、安全で快適な歩行空間を整備 
◎大池町東陽町１号線（歩道整備）、奈良町二見町１号 
　線（駅前広場） 

笠松みなと公園の整備 
◎園路、張芝、ベンチ・移動トイレ・管理施設などの設置 

運動公園の整備 
◎町民プール跡地を含め、駐車場の整備や休憩ベンチの 
　更新、遊具の新設 

公共施設巡回町民バスの更新 
◎車両の老朽化などによる故障をなくし、 
　運行の安全を確保 

羽島署木曽川、 
高桑線道路改良事業(門間地内) 
◎岐阜市新市建設計画と調整して 
　未整備区間を整備 

下羽栗幹線排水路改良事業 
◎内水の排除を速やかに行なうことにより 
　氾濫（はんらん）防止を図るものです 

安心・安全 
ＡＥＤ(自動体外式除細動器)設置 
◎第一保育所、松枝保育所、下羽栗保育所、 
　笠松保育園に設置 
　引き続き主な施設に設置し、「もしも」に備えます。 

消火栓、防火水槽の設置 
◎消防水利整備計画に基づき消火栓を設置 

災害時救援物資の備蓄 
◎災害被災者に供給する食糧、水、生活必需品を 
　必要最低限備蓄 

本庁舎耐震補強事業 

◎今回掲載した事業は、

今後の予定 今後の予定 今後の予定 今後の予定 
平成24年度までに 
予定している計画 



福祉健康課 

小児夜間急病センター・ 
岐阜市休日急病診療所（夜間） 
などのお知らせ 
 　お子さんが、夜間に急な病気でお困りのときに、小児夜
間急病センターや岐阜市休日急病診療所で受診すること
ができます。 

　なお、受診の際は健康保険証・福祉医療費受給者証・
服用している薬の内容のわかるもの（薬の説明書など）な
どをご持参ください。 
　また、岐阜県総合医療センターの看護師による小児救急
電話相談も実施しています。 

休日急病診療(内科・歯科)の 
お知らせ 福祉健康課 
　４月の休日急病診療当番医は次のとおりです。受診の
際は必ず保険証をご持参ください。 
　なお、当番医が急用などで変更する場合がありますので、
前もって役場で確認してください。 
　下記以外については、羽島郡地域救急医療情報セン
ター（羽島郡広域連合消防本部内 1３８８-３７９９）までお
問い合わせください。 
 
〔内科系〕診療時間９時～１６時 
◆在宅当番医一覧表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆二次的病院は、すべての日程とも松波総合病院（田代
　1３８８-０１１１ ）です。 
※入院を必要とされるかたは、二次的病院に入院できます。 
 
〔歯科系〕診療時間１０時～１６時 
◆在宅当番医一覧表 

日 

6 

13 

20 

27 

29

月曜日～ 
　　　土曜日 
（祝日は除く） 
 
 
 

 

日曜日・祝日 

１９：３０ 
　 　～２３：００ 
（受付時間：２２：３０まで） 
 
 
 
 
 
１９：００ 
　　 ～２３：３０ 
（受付時間：２３：００まで） 

医　　師　　名 

松波総合病院 

伏 見 医 院  

サンライズクリニック 

吉 田 胃 腸 科  

小 寺 医 院  

所　在 電　　話 

388-0111 

247-8828 

247-3322 

387-2217 

387-4504 

 

日 

6 

13 

20 

27 

29 

 

電　　話 

247-1196 

387-3646 

388-4118 

247-1182 

247-8168

所　　在 医　　師　　名 

秋田歯科医院 

い い だ 歯 科  

うえむら歯科  

大塚歯科医院 

きたはら歯科クリニック 

小児夜間急病センター 

　1２５１－１１０１（代表） 

   　岐阜市民病院内　岐阜市鹿島町７－１ 

   　診療科目：小児科 

   　□小児専門医が診療にあたります 

   　□１５歳以下のお子さんが対象です 

岐阜市休日急病診療所 

　1２５３－７７１１ 

   　岐阜市青柳町５－３ 

   　診療科目：小児科・内科 

 

診 療 時 間 診　療　日 診　　療　　場　　所 

月曜日～ 
　　　土曜日 
 
 

休日 
年末年始 
（１２/３０～１/３） 
 

１９：００ 
　～２３：００ 
 
 
 

９：００ 
　～２３：００ 

岐阜県総合医療センター 
　プッシュホン回線、携帯電話からは 
　「＃」と８０００　 
　プッシュホン回線でない固定電話、 
　公衆電話からは1２４０－４１９９　 
 
□看護師による助言・相談です。 
　ただし、医療行為につながる相談 
　（病気の診断など）は行いません。 
 

受付時間 受　付　日 実 施  病  院  な  ど 

笑顔とクルマに会える街 

笠松町 田代 

岐南町 三宅 

岐南町 野中 

笠松町 門前町 

笠松町 美笠通 

岐南町 三宅 

笠松町 東金池町 

笠松町 長池 

岐南町 八剣 

岐南町 野中 

1388-1111 
FAX387-5816 
1388-7171 
1387-1121 
1388-0811 
1387-0561 
1388-3231

〈お問い合わせは〉 

役 場  

福祉健康センター 
福 祉 会 館  
児 童 館  
子育て支援センター
中 央 公 民 館  
（町体育協会事務局） 

1388-3926 

1387-0156 

1387-8432 

1388-0161 

1387-2355 

1387-5332

教育文化課　学校教育担当 

松 枝 公 民 館  

総 合 会 館  

歴史民俗資料館 

ふ ら っ と 笠 松  

町社会福祉協議会 
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骨粗しょう症検診と歯科検診の 
お知らせ 福祉健康課 

　町では、骨粗しょう症検診、歯科検診を行います。 
　検診を希望される方は、５月９日（金）までに福祉健康課
健康担当までお申し込みください。 
【対象者】   
今年度６０歳、６５歳、７０歳になる方   
※ただし、骨粗しょう症検診は女性のみとします。 
 
 
 
 
 
 
【日時・場所】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【検診自己負担金】 
 
 
 
 
 
※検診自己負担金は当日、検診会場で徴収します。 

個別予防接種のお知らせ 
福祉健康課 

　医療機関では、「三種混合」「二種混合」「麻しん風しん
混合」「麻しん」「風しん」の個別予防接種を実施していま
す。 
　予防接種を受けられる方は、事前に医療機関に電話で
予約をしてからお出かけください。 
　なお、日本脳炎の予防接種につきましては、他県におい
て副反応が起こったことから予防接種を控えられることを
お勧めします。 
【持参するもの】・予防接種予診票（予防接種ガイド） 
　　　　　・母子健康手帳　 

伊藤内科 

岩村医院 

おおかわ整形外科 

片山クリニック 

小寺医院 

こめの医院 

杉山内科医院 

羽島クリニック 

ひらたクリニック 

まつなみ健康増進クリニック 

赤座医院上印食診療所 

おおしろ内科 

岡山クリニック 

河合内科クリニック 

北田内科クリニック 

沢田内科 

サンライズクリニック 

野尻女性クリニック 

伏見医院 

渡辺小児科 

電　　話 住　　所 医療機関名 

387-2257 

387-0180 

388-7666 

388-8700 

387-4504 

387-6010 

388-3600 

387-6161 

387-3378 

388-0111 

247-2626 

249-1366 

268-0307 

247-6630 

278-1030 

247-5131 

247-3322 

246-7551 

247-8828 

246-8882

笠松町上本町13 

　〃　門間1270 

　〃　門間853 

　〃　田代1098-1 

　〃　美笠通3-20 

　〃　米野243 

　〃　奈良町119 

　〃　門間578-1 

　〃　田代325-1 

　〃　泉町10 

岐南町上印食7-12 

　〃　野中2-94-1 

　〃　徳田5-101-1 

　〃　八剣8-43 

　〃　下印食2-45 

　〃　上印食3-178 

　〃　野中3-220 

　〃　八剣北4-87 

　〃　三宅1-204 

　〃　八剣1-24

昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生まれ   

昭和18年4月2日～昭和19年4月1日生まれ    

昭和13年4月2日～昭和14年4月1日生まれ 

60歳 

65歳 

70歳 

月　日 曜日 時 間 場 所 骨粗しょう症 
検 診 

歯 科 
検 診 

5月16日 

5月20日 

5月21日 

5月22日 

6月6日 

金 

火 

水 

木 

金 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

午前 
10時 
 

11時 

福祉 
健康 
センター 〜

 

歯 科 検 診 骨粗しょう症検診 

無料 
500円 

100円 

60・65歳 

70歳  

個別予防接種実施医療機関一覧表 
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　健康な妊娠、出産のために町では、従来、母子健康手
帳を交付するときなどに妊婦一般健康診査受診票を２枚
（緑色１枚、白色１枚、３５歳以上の方のみ紫色１枚追加）
交付していましたが、今年度から５枚（空色１枚、さくら色
４枚、３５歳以上の方のみ紫色１枚追加）に拡充し健診内
容も次のとおり変更となりました。 
　すでに妊婦一般健康診査受診票の交付を受けられた
方で、まだ出産されていない方には、受診票を追加交付
しますので、母子健康手帳と現在お持ちの受診票（ある
方のみ）をご持参の上、福祉健康センター・役場福祉健
康課で手続きをしてください。　　　　　　　　　 
　詳しくは、福祉健康課までお尋ねください。 

＊上記以外の検査を追加された場合は自己負担が生じ
ます。     

妊婦一般健康診査受診票の 
変更 福祉健康課 

　肝炎を起こす原因はいろいろありますが、日本では、その
ほとんどが肝炎ウイルス感染によるものとされています。 
　肝炎ウイルスは、感染しても症状が軽かったり、全く症状
が出ない場合もあることから、本人が気づかないことが多く、
知らない間に肝炎ウイルスが身体の中に住みついてしまう（キ
ャリア化する）ことがあります。 
　そこで町では、肝炎ウイルスの早期発見と早期治療を目
的に、血液検査によるＣ型肝炎ウイルスとＢ型肝炎ウイルス
の検査を実施しますので、検診を希望される方は申し込み
ください。 
【申込期限】５月９日（金） 
【申込・問合先】福祉健康課健康担当 

福祉健康課 
肝炎ウイルス検診のお知らせ 

対象者 
 
 
 
 
 検診自己 

負担金 
 
 
 
 
 
 
 

日程 

 
 
 
 
 

・４０歳（昭和４３年４月２日～昭和４４年４月１日生ま
れの方)    

・４１歳～７６歳（昭和７年４月２日～昭和４３年４月１日
生まれ）までの方で、平成１４年度から平成１９年度
までの間に検査を受けられなかった方    

※現在Ｃ型やＢ型肝炎で治療中の方、または、過
去にＣ型肝炎ウイルス検査を受けたことのある方
は検診を受ける必要はありません。   

無　料 
 

月　日 

5月16日 

5月20日 

5月21日 

5月22日 

6月6日 

曜日 

金 

火 

水 

木 

金 

場　所 

 

 

福祉健康センター 

時　間 

 

午前１０時 

 

１１時 

〜 

変更前 変更後 
1枚 1枚 

1枚 

1枚 
（分娩予定日までに35歳以上になる方） 

4枚 

変更なし 

緑色 空色 

白色 

紫色 

さくら色 

①問診と診察 
②血圧測定 
③尿検査 
④梅毒血清反応検査 
⑤血液検査 
　（貧血、血液型） 
⑥HBｓ抗原検査  

①問診と診察 
②血圧・体重測定 
③尿検査 
④梅毒血清反応検査 
⑤血液検査 
　（貧血、血液型、糖尿病検査） 
⑥HBｓ抗体検査 
　（B型肝炎検査） 
⑦HCV抗体検査 
　（C型肝炎検査） 
⑧子宮頚がん検査 
　（細胞診） 

①問診と診察   
②血圧測定   
③尿検査   
④血液検査 
　（貧血、血液型）   
⑤梅毒血清反応検査  

①超音波検査 

①問診と診察 
②血圧・体重測定 
③尿検査 
④血液検査（貧血） 
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1388-1111 
FAX387-5816 
1388-7171 
1387-1121 
1388-0811 
1387-0561 
1388-3231

〈お問い合わせは〉 

役 場  

福祉健康センター 
福 祉 会 館  
児 童 館  
子育て支援センター
中 央 公 民 館  
（町体育協会事務局） 

1388-3926 

1387-0156 

1387-8432 

1388-0161 

1387-2355 

1387-5332

教育文化課　学校教育担当 

松 枝 公 民 館  

総 合 会 館  

歴史民俗資料館 

ふ ら っ と 笠 松  

町社会福祉協議会 



　町では、皆さんの子育てをサポートすることを目的に、

乳幼児と保護者が遊びをとおしてふれあう場、保護者の

交流の場として子育てサロンを開催します。 

　皆さん、お子さんと一緒にぜひ遊びに来てください。なお、

当日は保育士や保健師が育児などの相談もお受けします。 

【月　日】４月２５日（金） 

【時　間】午前１０時～１１時 

【場　所】第一保育所　遊戯室　 

【対象者】乳幼児とその保護者 

【問合先】子育て支援センター 

※予約の必要はありません。直接会場にお越しください。

なお、車でお越しの方は、中央公民館駐車場をご利用く

ださい。 

子育てを応援します 
～保育料軽減を拡大～ 

福祉健康課 

子育てサロン 
「みんなで遊ぼっ」開催 

1388-1111　 

1388-1112　 

1388-1113　 

1388-1114　 

1388-1115　 

1388-7171　 
1388-1116　 

 

 

〈各課直通電話〉 

 総 務 課  

税 務 課  

企 画 課  

環 境 経 済 課  

住 民 課  

福 祉 健 康 課  
（ 役 場 窓 口 ） 

建 設 課   

水 道 課   

会 計 課   

議 会 事 務 局  

教 育 文 化 課  

学校給食センター 

1388-1117　 

1388-1118　 

1388-1119　 

1388-1110  

1388-3231  

1387-5321 

　町では、働く子育て世帯などの経済的負担を軽減し、

子育てしやすい環境づくりを目的として、保育料の軽減を

行っています。 

　今まで、保育料の軽減は保育所に通う児童の兄姉が

保育所（園）や幼稚園などに入所している場合を対象と

していましたが、今年度から対象を小学校3年生までに拡

大し、3人目のお子さんから保育料を無料とすることとなり

ました。 

子育て支援センター 

はつらつ健康診査のお知らせ 
福祉健康課 

　町では、今年度４０歳・４５歳・５０歳・５５歳になる方を対象
にはつらつ健康診査を実施します。 
　この健康診査は子宮がん検診以外のすべての健診が
受けられる総合健診です。対象となるかたには、今月上旬
に申し込みハガキを送付しますので、受診を希望される方は、
今月１４日（月）までにお申し込みください。申し込みをされた
方には５月上旬に受診票をお送りします。 
　５年に１度の健診ですので、この機会にぜひ受診してく
ださい。 

対象者 

 

実施日 

受付時間 

健診場所 

 

 

健診内容 
※子宮がん検 
診以外のすべ 
ての健診が受 
けられます。 

 

 

自己負担金 

 

申込方法 

問合先 

今年度 
40歳・45歳 
50歳・55歳 
になる方 
 
 

全員 
 

40歳の方 

女性の方 

50歳・55歳の 
男性の方 

男性 

女性 

5月16日（金）・20日（火）・21日（水）・22日（木）・6月6日（金） 

午前8時45分～10時45分 

福祉健康センター 

S28.4.2～S29.4.1生まれ 
S33．4．2～S34．4．1生まれ 
S38．4．2～S39．4．1生まれ 
S43．4．2～S44．4．1生まれ 

B型やC型肝炎ウイルス検査 

骨粗しょう症検診・乳がん検診 

前立腺がん検査 （PSA検査といって血 
液検査で行います。）   

2,500円 

3,700円 

※健診当日、会場で 
お支払いいただきます。 

4月14日（月）までに「はつらつ健康診査申込ハガキ」 
を、役場（福祉健康課）・福祉健康センター・松枝公民館 
・総合会館へ提出してください。 

笠松町福祉健康センター　健康担当 

問診・身体計測・腹囲測定・血圧測定・理学的検査 
尿検査・心電図・眼底検査・歯科健診・聴力検査 
血液検査（肝機能・血中脂質・貧血・ヘモグロビンA1ｃ） 
胃がん検診・大腸がん検診・肺がん検診（胸部X線・喀痰検査） 
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　ふるさとのよさを再発見し、郷土愛を皆さんにもっていた
だくため、各務原市長・笠松町長など木曽川学に参加して
いただいている各専門分野の先生を講師に招いて、全10
回の「木曽川学」セミナーを開講します。 
【日　時】5月17日（土）～9月20日（土）10回 
　　　　 午前10時00分～11時30分 
【会　場】各務原市立中央図書館４階 
　　　　 視聴覚ホール（各務原市民公園内） 
【定　員】200人 
【受講料】2，000円（「木曽川学研究第5号」を含む） 
【申込方法】4月14日（月）午前8時30分から各務原市文化創
　　　　造部木曽川学研究所内木曽川学研究協議会
　　　　事務局窓口（産業文化センター6階）へ、受講料
　　　　を添えて直接お申し込みください。 
　　　　※定員になり次第、受け付けは終了します。 

　　　　※電話、郵便での申し込みは受け付けません。 

【問合先】木曽川学研究協議会事務局 1383‐1042

平成20年度「木曽川学」 
セミナーを開催 教育文化課 

広報紙・ホームページ・公共施設 
巡回町民バスの広告を募集 

5/17 
(土) 

5/31 
(土) 

6/14 
(土) 

6/28 
(土) 

7/12 
(土) 

7/26 
(土) 

8/9 
(土) 

8/23 
(土) 

9/6 
(土) 

9/20 
(土)

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

 

二兎を得る都市　 

明治初期の地籍図にみる「塚」 
―尾張の事例から― 

壬申の乱と美濃・尾張 

飛騨川流域をつくる岩石 

旗本徳山氏 

木曽川「川の駅」連携について 
思うこと 

木曽川の植物について 

フィールドワークで探る暮らし 
の風景 

木曽川の文化史 

木曽川中流域の食生活 
～海魚か川魚か～ 
 

各務原市長　森 真 

南山大学 
名誉教授　伊藤 秋男 

岐阜大学教育学部 
教授　早川 万年 

岐阜大学教育学部 
教授　小井土 由光 

岐阜市立女子短期大学 
学長　松田 之利 

笠松町長　広江 正明 

岐阜県立森林文化アカデミー 
准教授　柳沢 直 

愛知淑徳大学現代社会学部 
教授　谷沢 明 

岐阜大学留学生センター 
教授　森田 晃一 

名古屋経済大学短期大学部 
准教授　日比野 光敏 

回 月 日 テ　ー　マ 講　　師 

1388-1111 
FAX387-5816 
1388-7171 
1387-1121 
1388-0811 
1387-0561 
1388-3231

〈お問い合わせは〉 

役 場  

福祉健康センター 
福 祉 会 館  
児 童 館  
子育て支援センター
中 央 公 民 館  
（町体育協会事務局） 

1388-3926 

1387-0156 

1387-8432 

1388-0161 

1387-2355 

1387-5332

教育文化課　学校教育担当 

松 枝 公 民 館  

総 合 会 館  

歴史民俗資料館 

ふ ら っ と 笠 松  

町社会福祉協議会 

　県では、子育て家庭を地域社会全体で応援する事業「岐

阜県子育て家庭応援キャンペーン」を実施しています。 

〔事業の対象者〕県内に在住する１８歳未満のお子さんが

いる世帯の方（お子さんが１８歳なって最初に迎える３月３１

日までは有効） 

〔事業の内容〕対象となる世帯からの申請により、「ぎふっ

こカード」が交付されます。キャンペーン参加店舗でカードを

提示すると、買い物のスタンプ加算や割引などの「特典」が

受けられるほか、買い物中の託児や、歩行器、クーハン、幼

児用椅子の無料貸出、ミルク用のお湯の提供などの「応援」

が受けられます。「特典」、「応援」は参加店舗の善意によ

るもので、参加店舗ごとに内容が異なりますので、ご利用前

に必ずご確認ください。 

〔カードの申請方法〕申請者本人や１８歳未満のお子さん

がいることが確認できる書類（健康保険証など）を持参し

て申請してください。 

〔カードの申請先〕役場福祉健康課窓口、福祉健康セン

ター、岐阜振興局振興課のキャンペーン事業受付担当窓口。

〔参加店舗〕参加店舗には、ステッカーが店頭に掲示され

ます。 

〔特典・応援内容の確認〕カード申請時に、参加店舗の名称、

所在地、特典・応援内容が記載された一覧表をお渡ししま

す。 

　また、キャンペーン事業のホームページでも確認できます。 

（http://www.pref.gifu.lg.jp/pref//s11121/campaign/） 

〔問合先〕 

子育て支援センター・岐阜振興局振興課1２６４‐１１１１・内線２１３ 

岐阜県総合政策課1２７２‐１１１１・内線２０６１ 

岐阜県子育て家庭応援キャンペーン 
「ぎふっこカード」の交付について 

子育て支援センター 
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こころの巡回相談・ 
グループワーク開催 福祉健康課 
　こころの悩みや不安について地域活動支援センターの
精神保健福祉士などが相談に応じます。 
　また、同時に精神障がい者やそのご家族、こころの悩
みをお持ちの方たちの憩いと交流の場として、次のとおり
グループワークを開催しますので、お気軽にご参加ください。 
【月　日】４月１７日（木） 
【時　間】午前１０時～１１時３０分 
【場　所】福祉健康センター 
【内　容】こころの相談・茶話会 
【問合先】福祉健康課 

　羽島郡適応指導教室「子どもサポートセンター」は、悩
みごとや心配ごとがあって、学校を長く休んでいる小学生
や中学生の皆さん、また、その保護者の方々の手助けを
するため、平成２０年度から羽島郡二町教育委員会が設
置するものです。 
　この「子どもサポートセンター」には、笠松教室と岐南教
室があり、指導員や大学生ボランティアが学習やスポーツ、
教育相談などを行い学校復帰を支援します。 
【場　所】・笠松教室　笠松町北事務所 
　　　　　　　　　　　笠松町東陽町44番地の1 
　　　　・岐南教室　くつろぎ苑2階 
　　　　　　　　　　　岐南町徳田４丁目７１番地 
【問合先】羽島郡二町教育委員会学校教育課 
　　　　岐南町八剣７丁目１０７ 1２４５‐１１３３ 

笠松町標準小作料を設定 
町農業委員会 

　農地の賃貸借の目安となる標準小作料が、次のように
設定されました。 

※農地法第２４条に規定する小作料の減額勧告は、標準
小作料の30％を超えるものです。 

【会　期】 
 ４月８日（火）～５月１１日（日） 

【開館時間】 
 午前９時～午後５時 

【休館日】 
 月曜日・祝日の場合は 

 その翌日 

【入館料】　無料 

館蔵品展 江戸・明治の火消し 

　交通事故、詐欺などの犯罪の被害に遭い、警察や検察
庁に訴えたが、検察官がその事件を裁判にかけてくれな
いことがどうも納得できない。このような方のために、検察官
が事件を裁判にかけなかったことが正しかったかを審査
する機関として「検察審査会」があります。 
　このような不満をお持ちの方は、検察審査会にご相談く
ださい。相談や審査の申立てには費用はいりません。また、
秘密は固く守られます。 
　検察審査会では１１人の審査員が検察官が事件を裁判
にかけなかったことが正しいかどうかの審査を行います。
審査員は、選挙権を持っている皆さんのなかから「くじ」で
選ばれることになっています。 
　選挙権をお持ちのかたは審査員に選ばれることがある
かもしれません。審査員に選ばれたときには、国民の代表と
してこの仕事にご協力をお願いします。 
【問合先】〒５００‐８７１０　岐阜市美江寺町２‐４‐１ 
　　　　岐阜地方裁判所内「岐阜検察審査会事務局」 
　　　　1２６２‐５１２１ 内線２８１番 

検察審査会からのお知らせ 

歴史民俗資料館 

　「ねんきん特別便」は昨年１２月から、基礎年金番号に
記録が結びつく方から順次送付されていますが、４月以
降はその他すべての方にも送付されます。　　　 
　記録を十分確認していただき、回答していただきますよ
うお願いします。 
【問合先】岐阜南社会保険事務所 1２７３‐６１６１ 

ねんきん特別便 
岐阜南社会保険事務所 

〒501-6181 

〒501-6063 

〒501-6081 

〒501-6062 

〒501-6071 

〒501-6083

司町１ 

長池408-1 

東陽町44-1 

田代290 

上新町172 

常盤町6

〈住 所〉 

役 場  

福祉健康センター 

福 祉 会 館  

児 童 館  

子育て支援センター 

中 央 公 民 館  

〒501-6063 

〒501-6034 

〒501-6052 

〒501-6037 

〒501-6063

長池292 

中野229 

下本町87 

西金池町1 

長池408-1

松 枝 公 民 館  

総 合 会 館  

歴史民俗資料館 

ふ らっ と 笠 松  

町社会福祉協議会 

標準小作料（平成20年～平成22年）10ａ当たり 

農  地  区  分 標準小作料 備　考 

上限 

下限 

 

19,000円 

15,000円 

10,000円 

 

450kg程度 

430kg程度 

普通畑 

 

田 

畑 

 

 

羽島郡適応指導教室 
「子どもサポートセンター」 
開設 二町教育委員会 
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税務課 
軽自動車税の納付期限が 
4月から5月に変わります 
　納付期限の変更に伴い、平成19年度車検用納税証明

書は、有効期限を延長して５月30日まで使用できます。 

　なお、軽自動車検査協会や運輸支局などにも期限を延

長して使用できるように通知しています。 

【問合先】税務課 

　個人情報の保護と、不正な届出を防ぐことを目的として

戸籍法と住民基本台帳法が改正されました。これにより、

戸籍や住民票に関する届出、それらの証明書を請求する

際に運転免許証・パスポートや写真付住民基本台帳カード

などの提示による本人確認または、代理人による請求の場

合の委任状などによる代理権限の確認を窓口で行うことが

法律で定められました。 

　窓口では５月１日からこの法律に基づいて本人確認を行

います。皆さんのご理解、ご協力お願いします。 

　本人確認の内容については、窓口までお問い合わせく

ださい。 

【問合先】住民課戸籍住民担当 

5月から戸籍住民窓口での 
本人確認が必要になります 住民課 

　昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅の耐震診

断が、４月から無料で受けられます。詳しくは、建設課まで

お尋ねください。 

木造住宅の耐震診断が無料 
建設課 

http://www.kasamatsu-keiba.com/

☆新緑賞シリーズ（第1回） 
　1日（火）・2日（水）・3日（木）・4日（金） 
　2日（水）山桜賞（ＪＲＡ指定交流） 
　3日（木）第34回新緑賞 
　4日（金）第31回スプリング争覇 
ファンサービス 
※期間中毎日ラッキーカードにてオリジナルグッズプレ　
ゼント 

☆オグリキャップ記念シリーズ（第2回） 
　21日（月）・22日（火）・23日（水）・24日（木）・25日（金） 
　23日（水）つつじ特別・牡丹賞（ＪＲＡ指定交流） 
　25日（金）第17回オグリキャップ記念 
ファンサービス 
※25日（金）ラッキーカードにてオリジナルグッズプレゼント 

4月開催案内 

34

 

　県では、多重債務で困っている方のために、各偶数月第

２土曜日に無料相談会「多重債務１１０番」を開催します。

悩んでいないで、ぜひご相談ください。 

【日　　時】 

４月１２日（土）午前１０時～午後４時 

【相談対応者】 

司法書士・県消費生活相談員 

【相談方法】 

①面接と②電話   

①面接相談 

・予約制で先着２３人まで 

・予約受け付けは４月１日から 

　午前８時３０分～午後５時１５分（土・日・祝日を除く） 

・場所　岐阜県県民生活相談センター 

　（岐阜市藪田南５-１４-５３　岐阜県民ふれあい会館内）

②電話相談 

・当日時間内に直接電話してください。 

【申込・問合先】 

岐阜県県民生活センター 1２７７‐１００３ 

多重債務110番を開催 
岐阜県環境生活政策課 

【対象者】１年以上町内に在住し、同一事業所に１年以

　　　　　 上勤務している２０歳以上の方 

【資金の用途】医療、冠婚葬祭、教育、出産費など 

【融資限度額】１世帯１００万円以内 

【融資利息】年利２．８１％ 

【返済期間】４８カ月以内 

【担　　保】不要 

【申込･問合先】東海労働金庫県庁前支店 1２７２‐９７００ 

勤労者生活資金融資の 
お知らせ 環境経済課 

1388-1111 
FAX387-5816 
1388-7171 
1387-1121 
1388-0811 
1387-0561 
1388-3231

〈お問い合わせは〉 

役 場  

福祉健康センター 
福 祉 会 館  
児 童 館  
子育て支援センター
中 央 公 民 館  
（町体育協会事務局） 

1388-3926 

1387-0156 

1387-8432 

1388-0161 

1387-2355 

1387-5332

教育文化課　学校教育担当 

松 枝 公 民 館  

総 合 会 館  

歴史民俗資料館 

ふ ら っ と 笠 松  

町社会福祉協議会 



　町では、わかりやすい広報活動を行うために広報モニタ
ーを募集します。広報紙、防災行政無線、ホームページに
ついての意見を任期中数回、ＦＡＸかＥメールで提出して
いただきます。 
【応募資格】笠松町在住の２０歳以上の方 
　　　　　広報かさまつ、防災行政無線、ホームページに
　　　　　関心をお持ちで、モニターとして熱意のある方 
【募集人員】１０人（応募者多数の場合は抽選） 
【任　期】平成２１年３月３１日まで 
【募集期間】４月１日（火）～１８日（金） 
【応募方法】住所、氏名、年齢、電話番号を明記して、ＦＡＸ
　　　　　かＥメールで応募してください。 
　　　　　（個人情報は、広報モニター以外には使用い
　　　　　たしません。） 
　　　　　ＦＡＸ ３８７-５８１６ 
　　　　　Ｅメール kikaku@town.kasamatsu.gifu.jp/ 
【問合先】企画課 

町民バレーボール大会 
参加者募集 町体育協会 

自衛官（自衛隊幹部候補生）募集 
自衛隊岐阜地方協力本部　岐阜基地分室 

【月　　日】４月２７日（日） 
【時　　間】９時００分～ 
【場　　所】町民体育館 
【参加資格】町内に在住、在勤の方（１町内２チームまで） 
【試合方法】９人制 
【参加料】１チーム１,０００円（組み合わせ抽選会で徴収） 
【申込期限】４月１６日（水） 
【申込先】町体育協会事務局（中央公民館内） 

◎組み合わせ抽選会 
　【月　日】４月２１日（月） 【時　間】午後７時３０分～ 
　【場　所】中央公民館 

町民グラウンド・ゴルフ大会 
参加者募集 町体育協会 

【月　　日】４月２７日（日）予備日２８日（月） 
【時　　間】９時００分～ 
【場　　所】トンボ天国芝広場 
【参加資格】町内に在住、在勤の方 
【試合方法】個人戦 
【参加料】１人１００円（大会当日徴収） 
【申込期限】４月１２日（土） 
【申込先】町体育協会事務局（中央公民館内） 

町民テニス大会 
参加者募集 町体育協会 

【月　　日】５月１１日（日）予備日１８日（日） 
【時　　間】９時００分～ 
【場　　所】緑地公園内テニスコート 
【参加資格】町内に在住、在勤の方 
【種　　目】ダブルス（１人でも出場可。ただし１人１種目） 
　　　　　①初級者男子の部 
　　　　　②初級者女子の部 
　　　　　③一般男子の部 
　　　　　④男子４５歳以上の部 
　　　　　⑤男子５５歳以上の部 
　　　　　⑥一般女子の部 
　　　　　⑦女子４０歳以上の部 
　　　　　⑧混合ダブルスの部 
【参加料】１人１００円（大会当日徴収） 
【申込期限】５月６日（火） 
【申込先】町体育協会事務局（中央公民館内） 

【募集種目】一般・パイロット・技術・薬剤 
【受験資格】２０歳以上２６歳未満（大学卒業・大学卒業見込）、 
　　　　　修士学位取得者は２８歳未満 
【受付期間】４月１日（火）～５月１２日（月） 
【一次試験】５月１７日（土）・パイロット要員は１８日（日）適性検査 
【問合先】自衛隊岐阜地方協力本部 
　　　　　岐阜基地分室1３８３‐５１１８ 

　県では、ＪＡＳ法に基づく食品表示の適正化を推進す
るため、県内の食料品販売店で日常の買い物をしながら、
食品表示状況をモニタリングしていただく「食品表示ウォッ
チャー」を募集しています。 
【応募資格】県内在住で２０歳以上の方 
【募集人数】１３０人 
【期　　間】６月～平成２１年１月末 
【申込方法】応募用紙に記入し郵送かファックス 
【申込期限】４月１１日（金） 
【応募用紙配布】県庁農政課・岐阜農林事務所 
【 問 合 先 】県庁農政課 1２７２‐１１１１ 
　　　　　岐阜農林事務所 1２６４‐１１１１ 

食品表示ウォッチャー募集 
岐阜県農政課 

 

 

町広報モニター募集 企画課 
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松 枝 公 民 館  

総 合 会 館  

歴史民俗資料館 

ふ らっ と 笠 松  

町社会福祉協議会 



春の全国交通安全運動 

「地域ぐるみで守ろう 
　　こどもとお年寄り」 
 
4月6日（日）～15日（火） 

交通事故死ゼロを目指す日 
4月10日（木） 

 

保健 相 談 （健診・予防接種・相談・教室など） 

内　　容 

悩みごと相談 

行 政 相 談  

人 権 相 談  

心配ごと相談 担当地域民生委員の在宅相談 

在宅相談　行政相談委員 

　岩田　修　宮川町５７　　1387-3718 

　川口　淑　門間６６６　　 1388-2178

在宅相談　人権擁護委員 

　保母勝壽　弥生町３０　　1387-2782 

　則竹　緑　東陽町３６-３　1387-9625 

　後藤　稔　北及１１８３　　1388-1495 

　 廣　とし子　長池２６３-２　 1388-1906 

　杉原貴子　中野２５６　 　1388-1496 

　杉山詞一　円城寺１４４３　1387-7867

在宅相談　身体障害者相談員 

　南谷隆行　上本町２６　　1387-2247 

　早水春生　西宮町１３１　 1388-0029 

　河尻和男　北及１９０２　  1387-5788 

　堀場靖隆　円城寺９２９　 1388-3791

福祉会館 

日（曜日） 

2日（水） 
13：00～15：00

16日（水） 

受付時間 場　所 

身体障がい者 
相談 

内　　容 日（曜日） 受付時間 場　所 

お誕生教室 

 

ポリオ予防接種 

にこにこ教室 

 

乳児健康診査・ 
ＢＣＧ予防接種 
 
1歳6ヵ月児健康診査・ 
フッ化物塗布 

3歳児健康診査・ 
フッ化物塗布 
 

１３：３０～１４：１５ 

 

１３：２０～１４：１０ 

１３：１０～１３：５０ 
 

  ９：２０～１０：００ 

  ９：２０～  ９：３０ 

１０：００～１１：３０ 

１３：００～１４：３０ 

１３：００～１３：１０ 

１０：００～１１：３０ 
 

１３：００～１４：３０ 

１３：３０～１４：３０ 

 

１０：３０～１１：３０ 

 

１３：３０～１４：３０ 

１３：３０～１５：１５ 
 

  ９：３０～１１：１５ 
 

１３：３０～１５：１５ 

 

１０：００～１１：３０ 

 

 

１４日（月） 

１５日（火） 

８日（火） 

１０日（木） 

２４日（木） 

１６日（水） 

２４日（木） 

８日（火） 

２１日（月） 

２１日（月） 

８日（火） 

９日（水） 

２１日（月） 

２３日（水） 

８日（火） 

１１日（金） 

１４日（月） 

２２日（火） 

３日（木） 

１７日（木） 

９日（水） 

２３日（水） 

１６日（水） 

８日（火） 

１１日（金） 

１４日（月） 

歯みがき教室 

 

 プレパマクラブ 

 

育児相談・ 
マタニティ相談 
 
 
 
 

健康相談 

転倒予防教室 

 

 

ふれあい喫茶 

ふれあいひろば（認知症・ 
閉じこもり予防教室） 

貯筋（ちょきん）くらぶ 
（転倒予防体操） 

福祉健康センター 

第一保育所 

福祉健康センター 

下羽栗会館 

福祉健康センター 

福祉会館 

総合会館 

福祉健康センター 

総合会館 
 

 

福祉健康センター 

 

福祉健康センター 

福祉会館 

総合会館 

家族みんなで、進学、進級、就職 
　 などについて語り合いましょう 

今月の納税・納付 
固定資産税　　　1期分 
国民健康保険税　1期分 

　今月のお休みは、4月13日（日）・30日（水）です。 
図書室には、毎週新しい本が入ってきます。 
新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。 

図書室休室日のお知らせ  
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〈問合先〉 
岐阜南社会保険事務所 
1273-6161

教
育
委
員
会
だ
よ
り 

親
に
と
っ
て
の 

　
　
「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」 

　学生納付特例を承認された方で、翌年度も引き続き在学予定の場合は、

基礎年金番号などの事項を印字したハガキ形式の学生納付特例の申請書

が送付され、必要最小限の記載事項を記入するだけで申請が可能となります。 

 

①毎年2月下旬までに学生納付特例の承認をされた方で、翌年度以降も

　引き続き在学予定の方に、3月下旬に社会保険庁から該当される方に対して、ハガキ形式の申請書が送

　付されます。 

　※なお、前年度所得があり、承認されている方は納付書も送付されます。 

 

②ハガキ形式による申請書による申請を行う場合は、学生であること、または学生であったことを証明する

　書類（学生証など）を添付する必要はありません。 

　※在学する学校が変わったときなどは、ハガキ形式の申請書による申請はできません。 

 

③5月末時点において、ハガキ形式の申請書が未提出などの理由により学生納付特例の承認がされていな

　い方に対しては、6月上旬に社会保険庁から納付書が送付されます。 

 

従来の申請書による申請も引き続き可能です。 

　
４
月
、子
ど
も
は
新
た
な
環
境
で

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
新
し

い
学
校
へ
の
入
学
だ
け
で
は
な
く
、

進
級
す
る
こ
と
も
、子
ど
も
に
と
っ

て
は
大
き
な
変
化
で
す
。
私
た
ち
大

人
は
、仕
事
で
も
、ご
近
所
付
き
合

い
で
も
自
分
の
ま
わ
り
の
人
的
な
環

境
が
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

そ
ん
な
に
多
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
会
社
の
経
営
者（
学
級
で
言
え

ば
学
級
担
任
）が
毎
年
の
よ
う
に
変

わ
る
よ
う
な
会
社
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

自
分
以
外
の
家
庭（
学
級
で
言
え
ば

ク
ラ
ス
の
仲
間
）が
全
て
引
っ
越
す
よ

う
な
地
域
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

中
で
、新
し
い
人
間
関
係
を
作
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、子
ど

も
は
大
変
で
す
。で
も
、実
は
、そ
れ

に
よ
っ
て
子
ど
も
は
大
き
く
成
長
で

き
る
の
で
す
。 

　
で
は
、そ
ん
な
時
期
の
子
ど
も
を
、

親
と
し
て
ど
う
支
え
て
い
け
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
。こ
の
時
期
の
子
ど
も
は
、

新
し
い
環
境
の
中
で
、自
分
が
ま
わ

り
か
ら
ど
ん
な
ふ
う
に
見
ら
れ
て
い

る
の
か
が
気
に
な
っ
た
り
、自
分
が

頑
張
る
と
変
に
目
立
っ
て
し
ま
わ
な

い
か
不
安
に
な
っ
た
り
、逆
に
自
分
の

力
以
上
に
過
度
に
頑
張
り
過
ぎ
て

疲
れ
て
し
ま
っ
た
り
、心
が
揺
れ
動

く
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で

大
切
な
の
は
、子
ど
も
の
様
子
に
気

を
配
り
つ
つ
、親
が
子
ど
も
と
同
じ

よ
う
に
右
往
左
往
し
な
い
こ
と
で
す
。

子
ど
も
の
心
が
揺
れ
て
い
る
の
に
、

親
も
同
じ
よ
う
に
不
安
定
に
な
っ
て

は
、子
ど
も
は
も
っ
と
不
安
を
募
ら

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
場

合
、子
ど
も
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
を
自
分
で
考
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。で
も
、不
安
だ
か
ら
、自
分

の
考
え
を
聞
い
て
欲
し
い
の
で
す
。だ

か
ら
、親
は
、そ
の
子
ど
も
の
話
を
じ

っ
く
り
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
。そ
し
て
、

「
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
い
た
ん
だ
ね
」

「
そ
ん
な
不
安
が
あ
っ
た
ん
だ
ね
。
そ

の
気
持
ち
、お
母
さ
ん
も
よ
く
わ
か

る
よ
」
と
、共
感
的
に
受
け
と
め
て

あ
げ
る
こ
と
。
そ
の
上
で
、「
そ
れ
で
、

自
分
は
ど
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
？
」

と
、聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
。
そ
し
て
、

最
後
に
「
応
援
し
て
る
か
ら
ね
」
と

エ
ー
ル
を
贈
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

教育電話相談 ～悩んだら気軽に電話してください～ 

学生納付特例が 
　　　　簡素化されます 
学生納付特例が 
　　　　簡素化されます 
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平成20年 3月1日現在 

おなまえ 

僕は毎日ご飯をいっぱい 

食べて 悪さばかりしているよ。　 

早く歩けるようになって 大好きな 

お姉ちゃんと お外で遊びたいなぁ　 

ありきたりの毎日が 

　最上の幸福だと 

ＩＣＵに入院するという 

荒業で身をもって 

示してくれた我が家の末娘です。 

おなまえ 

一緒に描きませんか　トールペイント 

私
た
ち
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
サ
ー
ク

ル
は
、
楽
し
み
な
が
ら
絵
を
描
い
て

い
ま
す
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
祥
し
た
ト
ー
ル

ペ
イ
ン
ト
は
、
木
や
陶
器
な
ど
の
素

材
に
、
季
節
の
花
や
人
形
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
型
紙
に
沿
っ
て
、
ア
ク
リ
ル

絵
の
具
で
描
く
も
の
で
す
。
親
し
み

や
す
く
、
ど
な
た
で
も
楽
し
く
素
敵

な
絵
画
を
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

自
分
の
好
き
な
色
や
デ
ザ
イ
ン
を

決
め
て
行
い
、
作
品
が
出
来
上
が
っ

た
あ
と
、
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
た
ち
と

意
見
交
換
を
し
て
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
度
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。 

【
活
動
日
】
毎
週
第
２
水
曜
日 

　
　
　
　
　
　
　
　 

午
後
１
時
〜 

【
場
　
所
】
総
合
会
館 

【
連
絡
先
】
柿
崎
き
く
宅
（
無
動
寺
） 

　
　
　
　
　
1
３
８
７
ー
０
８
１
７ 

人　口 

男 

女 

世帯数 

22,479人 

10,835人 

   11,644人 

7,985世帯 

（増　1） 

（増　2） 

（減　1） 

（増 13） 

前月比 

■ 

平
日
は
仕
事
で
、役
場
へ
な
か
な

か
行
け
ま
せ
ん
。
休
日
に
住
民
票
が

欲
し
い
の
で
す
が
、ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
い
い
で
す
か
。 

■ 

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
な
ど
役

場
が
休
み
の
時
は
住
民
票
な
ど
の
交

付
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
た
だ
し
、役
場
が
開
い
て
い
る
時
間

午
前
8
時
30 
分
か
ら
午
後
5
時
30 
分

ま
で
に
お
越
し
に
な
れ
な
い
方
の
た
め

に
、住
民
票
だ
け
は
、本
人
ま
た
は
同

一
世
帯
の
方
に
限
っ
て
交
付
予
約
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
交
付
予
約
の
手
続
き
は
、住
民
課

へ
電
話
を
く
だ
さ
い
。ご
希
望
の
日
時

に
住
民
票
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

印
鑑
と
運
転
免
許
証
・
保
険
証
な
ど

身
分
を
証
明
す
る
も
の
と
一
通
に
つ

き
３
０
０
円
の
手
数
料
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
役
場
宿
直
室
で
お
渡
し
ま
す
。

た
だ
し
、午
後
９
時
３０
分
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 【

問
合
先
】住
民
課 

このコーナーでは、日
ごろ町民の皆さんか
ら役場へ寄せられる
質問・意見などを回答
とともに紹介します。 

QA

この広報紙は再生紙を使用しています。 
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